
[肺がん]　アリムタ＋カルボプラチン＋アバスチン（PEM＋CBDCA+BV)

＜１クール＞
３週間

＜投与スケジュール＞
・アリムタ　１日目投与
・カルボプラチン　１日目投与
・アバスチン　１日目投与

＜抗悪性腫瘍剤＞
薬剤名略号 一般名 商品名 基準量
BV ベバシズマブ アバスチン点滴静注用400mg/100mg 15mg/kg
PEM ペメトレキセド アリムタ注射用500mg/100mg 500mg/m2
CBDCA カルボプラチン カルボプラチン点滴静注液450/150/50mg「NK」AUC　５～６

＜制吐剤＞
□グラニセトロン
□オルガドロン
□投与前日及び投与後2日目にリンデロン16錠/日を内服

＜投与前のチェック＞
□　B型肝炎（HBｓ抗原・HBｃ抗体・HBｓ抗体の検査必要）
□　アリムタ投与1週間前からメチコバール1mg筋注・パンビタン末内服　(メチコバールは9週ごと筋注、パンビタン末は連日内服)
□ アバスチンは手術後・出血リスクある場合は禁忌

＜投与例＞
①生食50mL　(ルート確保）
①グラニセトロン点滴静注用100mL+オルガドロン注４A　(30分)　(→遅発性嘔吐予防でアロキシへの変更も可)
②アバスチン点滴静注用15mg/kg+生食100ｍL　(初回90分　2回目以降は短縮化)
③アリムタ注射用500mg/m2＋生食100mL　(10分)
④カルボプラチン点滴静注液(AUC5～6)＋生食250mL　(60分～90分)
⑤生食50mL　(フラッシュ)
※アバスチンの初回は90分かけて投与、特変なければ2回目は60分、3回目以降は30分へ短縮可能。

＜特に注意すべき副作用＞



・骨髄抑制（特に好中球減少）
・高血圧症（アバスチン）
・出血（アバスチン）

※宮崎生協病院　化学療法委員会作成　（問い合わせ先　TEL0985-24-6877）



[肺がん]　アリムタ＋カルボプラチン（PEM＋CBDCA）

＜１クール＞
３週間

＜投与スケジュール＞
・アリムタ　１日目投与
・カルボプラチン　１日目投与

＜抗悪性腫瘍剤＞
薬剤名略号 一般名 商品名 基準量
PEM ペメトレキセド アリムタ注射用500mg/100mg 500mg/m2
CBDCA カルボプラチン カルボプラチン点滴静注液450/150/50mg「NK」AUC　５～６

＜制吐剤＞
□グラニセトロン
□オルガドロン
□投与前日及び投与後2日目にリンデロン16錠/日を内服

＜投与前のチェック＞
□　B型肝炎（HBｓ抗原・HBｃ抗体・HBｓ抗体の検査必要）
□　アリムタ投与1週間前からメチコバール1mg筋注・パンビタン末内服　(メチコバールは9週ごと筋注、パンビタン末は連日内服)

＜投与例＞
①生食50mL　(ルート確保）
②グラニセトロン点滴静注用100mL+オルガドロン注４A　(30分)　(→遅発性嘔吐予防でアロキシへの変更も可)
③アリムタ注射用500mg/m2＋生食100mL　(10分)
④カルボプラチン点滴静注液(AUC5～6)＋生食250mL　(60分～90分)
⑤生食50mL　(フラッシュ)

＜特に注意すべき副作用＞
・骨髄抑制（特に好中球減少）

※宮崎生協病院　化学療法委員会作成　（問い合わせ先　TEL0985-24-6877）



[肺がん]　アブラキサン＋カルボプラチン（nabPTX+CBDCA)

＜１クール＞
４週間

＜投与スケジュール＞
・アブラキサン　１日目、８日目、１５日目投与
・カルボプラチン　１日目投与
※３週投与、１週休薬

＜抗悪性腫瘍剤＞
薬剤名略号 一般名 商品名 基準量
nab-PAC アブラキサン アブラキサン点滴静注用100mg 100mg/m2
CBDCA カルボプラチン カルボプラチン点滴静注液450/150/50mg「NK」AUC　６

＜制吐剤＞
□グラニセトロン
□オルガドロン

＜投与前のチェック＞
□　B型肝炎（HBｓ抗原・HBｃ抗体・HBｓ抗体の検査必要）
□　アブラキサン同意書(血液製剤のため）

＜投与例＞
①生食50mL　（ルート確保）
②グラニセトロン点滴静注用100mL+オルガドロン注２A　(30分)
③アブラキサン点滴静注用100mg/m2+生食50ｍL　(30分)
④カルボプラチン点滴静注液(AUC5～６)＋生食250mL　(1時間)
⑤生食50mL　(フラッシュ)

<特に注意すべき副作用＞
・骨髄抑制（特に好中球減少）
・末梢神経障害（アブラキサン）

※宮崎生協病院　化学療法委員会作成　（問い合わせ先　TEL0985-24-6877）



[肺がん]　ドセタキセル (DTX)

＜１クール＞
３週間

＜投与スケジュール＞
・ドセタキセル　１日目投与

＜抗悪性腫瘍剤＞
薬剤名略号 一般名 商品名 基準量
DTX ドセタキセル ドセタキセル80mg/20mg｢ﾆﾌﾟﾛ｣ 60mg/m2

＜制吐剤＞
□グラニセトロン
□オルガドロン

＜投与前のチェック＞
□　B型肝炎（HBｓ抗原・HBｃ抗体・HBｓ抗体の検査必要）

＜投与例＞
①生食50mL　(ﾙｰﾄ確保）
②グラニセトロン注3mg+オルガドロン注５A　(20分)
③ドセタキセル点滴静注(60mg/m2)＋生食250mL　(1時間）
④生食50mL　(フラッシュ）
　
<特に注意すべき副作用＞
・骨髄抑制（特に好中球減少）

※宮崎生協病院　化学療法委員会作成　（問い合わせ先　TEL0985-24-6877）


